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キジバトは、北海道では一般に夏鳥であるが道南で

は、留鳥もいるらしい。

全身灰色がかった褐色をしており、上面と翼には茶色

の鱗状の模様がある。下面は淡色でやや赤味がかってい

る。首の脇には濃青色の縦縞模様がある。尾は灰黒色で

羽端には淡灰色の幅広い帯がある。

姿を見たことがない人がいても、デデ・ポーポー・デ

デ・ポーポーと鳴くあののどかな鳴き声を聞いたことの

ない人は、いないだろう。5月から8月頃までは良く鳴

き、札幌の郊外でも鳴き声を耳にすることは多い。山奥

深く棲む鳥とは対照的に各地で良くみられる。周辺に林

のある農耕地や草原などを主な棲家とするが、森林も棲

家とする。植物の実を好み、地上に降りて餌をさがすこ

とが多い。

さて、このキジバトは昨年の雨あがりの午後、餌でも

さがしていたのであろうか、サロベツ原野パンケ沼近く

の草叢をチョコチョコ歩いていた。近づいても逃げもせ

ず、頭を振りながら歩く姿は、何とも人なつこかった。

人間は、ヤマバト、マメバト、ツチバト、デデポッポ

などと俗名をつけて親しみをおぼえ、キジバトも必らず

しも人間を拒んでいるように思えないが、これは人間の

身勝手だろうか。何とも人なつこかったキジバトだった

だけに気になるところである。

（文・写真　先名征司）



千歳・恵庭地方の鳥類

金山哲夫・小山政弘

1．はじめに

筆者らの住む千歳・恵庭地方に生息する鳥類に関

する報告はあまりなく、千歳野鳥の会（1972）、小

山（1977）によるもののみである。筆者らは、1972

年から1977年の約6年間の不定期調査のデータをま

とめて、ここに報告しようとする。

2．調査地の概要

この地方は、石狩低地帯と勇払低地帯とにはさま

れた位置にあり、気象上では双方の中間的ないし、

やや勇払寄りの特色が認められる。地勢は、支努火

山群による火山噴出物の堆積と、上記両低地帯の各

最奥地という地理的条件によって特色づけられてい

る。図1には便宜的に山林（A）、河川（Bl、旧長都沼

干拓地（C）、市街地およびその周辺（D）と調査地の

区分を示した。

3．調査の結果

約6年間に、筆者らの観察ならびに提供を受けた観察

情報によって明らかに生息が確認された鳥類は、38科

140種であった。そのうちわけは蓑1に示す通りであ

る。尚、観察データが不統一であったので、各種におけ

る生息期間は示さなかった。科、種の配列は日本鳥学会

（1974）に従った。稀な種として、ハチクマは飛翔中、

尾下面に現われる三条の黒い太帯、ハシボソガラスとの

大きさ比較、翼下面の横斑並びに飛翔の動態等により同

定された。ツミは1972年9月千歳市内で拾得した死骸を

もとに同定された。ヤツガシラは1976年4月千歳市郊外

で弱っている1個体が安沢邦夫氏宅で保護された際に観

察されたものである。尚、表1で（）づけしたクマタ

カは、閑亀三氏撮影の8％映画によって同定されたが、

上記140種には含めなかった。シロブクロウは、1975年

冬期、千歳市街上空を通過する個体を観察した。2回の

観察は共に亜成体の個体であった。

表Zは、1976年～1977年千歳市内並びに美々川流域で

観察されたコウノトリの記録である。

表1千歳・恵庭地方で生息が確認された鳥類（1972－1977）

W：冬鳥　S：夏鳥　T：旅烏・通過鳥・迷鳥　R：留鳥
Br：繁殖　Br？：繁殖の可能性がある

A：山林　B：河川　C：旧長都沼干拓地　D：市街地周辺

科　　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�生息状況 �+(ﾛ粟iZ｢�科　　　　　名 ��H顗����������kﾂ�生息状況 �+(ﾛ粟iZ｢�

サ　　　　　　ギ �8���5h��58��42�S �2�ガ　ン　カ　モ �5(������4ｸ����8"�R．Br �(�D2�

ア　オ　サ　ギ �2�B．C 刄qドリガモ オナガガモ ハシビロガモ 瓶�r�r�B B B 

コ　ウ　ノ　ト　リ �5(�H4X��6ﾘ6x8｢�T ��

ガ　ン　カ　モ �4�4�6�4�6�8x4R�W �(�D2�

■■オ　シ　ド　リ �(�D'"�A．B 刄Lングロハジロ 瓶�B 

■セ　　　ガ　　モ �(�D'(���B．C 刄E　ミ　ア　イ　サ 瓶�B．C 

カ　ル　ガ　モ �(�D'"�B．C 刄J　ワ　ア　イ　サ 瓶�B 
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村　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�生息状況 �+(ﾛ粟iZ｢�科　　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�生息状況 �+(ﾛ粟iZ｢�

ワ　シ　タ　カ �6�6�4�7ﾒ�6x7"�4�5x8ﾘ8�5b�4�4�8�5b�4�4�5�4｢�62�6�485�4｢�5�4�5h6ﾘ5�8｢�6ﾘ5�8｢���4�7ﾘ5�4ｨ�｢�6�48488ﾘ6�8X4X7��6�8X4X7��S R．Br W W R R W R ・W S �����D(�D8�DB���DB���DB���D2�����2��8�DB���2�2� �4ｨ��8���5ｨ��7��S．Br ���D"�

ヤ　ツ　ガ　シ　ラ �8H��68��4ｸ��5h��8��T ��

キ　ツ　ツ　キ �4�8ｨ5�42�8H7ﾘ5�8��4�7ﾘ5�8��4�4ｨ5�8��4�4�4�4ｨ5�8��585�8��S R．Br？ R．Br？ R．Br R．Br？ R．Br ���������DB�����DB�

ヒ　　バ　　リ �7�����6�����8｢�S．Br �$8�DB�

ツ　　バ　　メ �5h8x4X6�4H686�8��686�8��488�686�8��S S S．Br �2�B���

ハ　ヤ　プ　サ �6�8H7X5B�6�586�8H7h5B�R S．Br ���DB�������D2�セ　キ　レ　イ �4ﾈ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�6�4�5ｨ4ﾈ8ﾈ42�S．Br S．Br �"�$8�DFﾂ�

コチョウゲンボウ チョウゲンボウ �2�"�刄Zグロセキレイ ピンズイ �(�D'"�B�B．C．D B．C．D 

ライ　チ　ョ1ゥ �4x5ﾘ8�486�8x4R�R ���ヒ　ヨ　ド　リ �7���8���6���8｢�R．Br ���D(�D8�DB�

キ　　　　　　ン �4X����5�����8��S．Br �8�Ig���&��モ　　　　　　ズ �8(������������5��S．Br �(�D8�DB�

コウライキジ �(�D'"�A．B．C．D 刄Aカモズ オオモズ �8�D'"�H�富�｢�C．D C 

タ　　イ　　ナ �4���48��6��7�5�486��S．Br？ S．Br �"�"�

レ　ン　ジ　ャク �4ﾈ8ﾈ98��5x884��W 韮�

チ　　ド　　リ �5(��6���6���8｢�S．Br �"�カ　ワ　ガ　ラ　ス �4ｨ��8���4ｸ��8���5��R．Br ���D"�

タ　　ゲ　　リ 瓶�C �7���5ﾈ��5H��5X��42�ミ　ソ　サ　ザイ �(�D'"�A．B 

シ　　　　　　ギ �4ﾈ��4���5h��5h��4ﾒ�S �"�ヒ　　タ　　キ �5(��7ﾘ��6���8｢�S ���

イ　ソ　シ　ギ �8�D'"�B 刄m　　　ゴ　　マ �2�C 

ホウロクシギ �2�C 刄R　　　ル　　リ �8�D'(���A．D 

ヤ　マ　シ　ギ �2�A 刄泣梶@ピ　タ　キ 稗�A 

タ　　シ　　ギ �8�D'(���C 刄m　ピ　タ　キ �8�D'"�C 

オ　オ　ジ　シ　ギ �8�D'"�C．1D 刄}ミジロ トラツグミ 稗�8�D'(���B A 

カ　　　モ　　メ �8h8ｨ��4ｨ��8(��8��T �(�禰�｢�

セグロカモメ 稗�B支易湖 刄A　カ　ハ　ラ �8�D'"�A 

アジサシSP 稗�B 刄c　グ　ミ ヤプサメ 瓶�8�D'(���A．B．C．D A 

ハ　　　　　　ト �4ﾈ��5x��6���6r�S．Br ���D(�D8�DB�

ア　オ　バ　ト �8�D'(���A 刄Eグイス エゾセンニュウ �8�D'(���8�D'(���A A．B 

ホトト　ギ　ス �5x��8X��4X��48��6��S．Br？ ���

カ　ッ　コ　ウ �8�D'"�A．B．C．D 刄R　ヨ　シ　キリ �8�D'"�B．C 

ツ　ツ　ド　リ �8�D'(���A 刄Iオヨシキリ メボソムシクイ �8�D'"�2�B．C A 

フ　グ　ロ　ウ �5h8ﾘ7H4�8ﾘ4R�W 韮�

ト　ラ　フ　ズク �8�D'"�A 刄Gゾムシクイ �2�A 

コ　ミ　ミ　ズク 瓶�C 刄Zンダイムシクイ �8�D'(���A 

コ　ノ　ハ　ズク �2�A 刄Lクイ　タ　ダキ �(�D'(���A 

ア　オ　バズク �2�A 刄L　ビ　タ　キ �8�D'"�A 

フ　グ　ロ　ウ �2�A．D 刄Iオルリ サメピタキ コサメピタキ �8�D'"�B�B�A A．C A．C．D 

ヨ　　タ　　カ �8�������5�����4｢�S ���

ア　マ　ツ　バメ �6�8ｨ4�4�7ﾘ686�8��4�7ﾘ686�8��S S ���DB���D(�D8�DB�

エ　　ナ　　ガ �4x����6�����4ｲ�R．Br ���

カ　ワ　セ　　ミ �8H��7ﾘ��5ｨ��7��R．Br ���D"�シジュウカ　ラ �6�5h7X6x4ｸ8��R．Br？ ���

アカショウビン 亶ﾅ8�T(�7B�A 刄R　　　ガ　　ラ �(�D'"�A．D 
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科　　　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�生息状況 �+(ﾛ粟iZ｢�科　　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�生息状況 �+(ﾛ粟iZ｢�

ヒ　　　ガ　　ラ �(�D'(���A．D �4�����6x����8｢�マ　　　ヒ　　　ワ 稗�A 

ヤ　マ　ガ　ラ �(�D'"�A．D 刄n　ギマ　シ　コ 瓶�A．D 

シジュウカ　ラ �(�D'"�A．D 刄Cスカ ベニマシコ ウソ イカル ンメ 稗�(�D'(���"�2�8�D'(���D A A A．D A．D 

ゴジュウカ　ラ �585x8X4X4ｨ��8��R．Br ���DB�

キ　バ　シ　リ �4ﾈ��6���5h��8｢�R ���

メ　　　ジ　　　ロ �8�������5x����8ﾒ�R．Br？ ���

ホ　オ　ジ　ロ �7ｨ4�5x8ﾒ�7ｨ4�4�4｢�S．Br S．Br �8�DB�8�DB�

ハタオリドリ �6ｨ8X4X6�485�5�8��S．Br ���

ミヤマホオジロ シマアオジ 富�菱�｢�8�D'"�A．D C 刄X　　　ズ　　　メ �(�D'"�D 

ム　ク　ド　リ �5(8���4���6���8｢�S．Br ���D(�D8�DB�

ア　オ　ジ グ　ロ　ジ �8�D'"�2�A．B．C．D A 刄�　ク　ド　リ �8��(�ｨ�D'"�A．B．C．D 

カ　　　ラ　　　ス �4ｨ������5�������5��R．Br？ ���D(�D8�DB�

オオジュリ　ン �8�D'"�C 刄nシボソガラス ハシブトガうス �(�D'"�(�D'"�A．B．C．D A．B．C．D 

㌢ア　　ト　　リ 度����6x����8｢�W． ���DB�

カ　ワ　ラ　ヒ　ワ �(�D'"�A．B．C．D 刄潤@タリ　ガラス 稗�A 

4．考　　察

千歳・恵庭地方は、旧オサツ沼

干拓地に代表される湿草原・乾草

原、千歳川・漁川流域の渓流、さ

らにそれらの流域ぞいに広がる森

林、および下流の緩流域と、鳥類

の生息環境としてほ多岐に広がっ

ており、生息が確認された種類を

見てもそれを裏づけている。

春秋の煙霧が生じやすい頃や、

勇払海岸が荒れている日には、千

歳・漁川にはカモメ類が下流から

飛来することがある。旧オサツ沼

が干拓開発される以前には、カモ

メ類が頻繁に飛来したという古老

の話もあるし、著名な動物採集家

故折居彪二郎氏が残した調査資料

（未発表）によっても、この旧オ

サツ沼が今日のウトナイ沼（苫小

牧）を上まわるガン・カモ類生息

表2　千歳地方で観察されたコウノトリ（1976～1977）

観察年月日 豫������������ｨ������個体数 （目撃回数） 豫����������������"�

1976．3．23 ��xﾜ雕ﾈ�ｻI�ﾂ��b�4��4��6ﾘ92��b��xﾜ�(h匯+y78�从ﾈ4�5H68���｢�1　（1） ���ﾞ(毎ﾞﾂ�

4．7 �1　（2） �>�68��ﾄ��

4．8 �1　（2） �>�68��ﾄ��YO8ﾏｹY�恢�Y�Y$ｩW�蔗�

4．8 �1　（1） �>�68��ﾄ��Xｾ���耳��Xﾘ(ｻHﾜ騏��

4．詳 �1　（1） �>�68��ﾄ��Xｾ��)4餮b�

4．11 �1　（1） ��I�X���8�ﾂ�

4．18 �1（1） �69�ｩ��Oﾈ�Y69�ｩ'�Eb�

4．22 �ｩ�xﾜ雕ﾈ�G��ﾂ�1　（1） ��)68ﾔｹ&｢�

5．1伊 ��xﾜ餔ﾈ�育8�9g�nﾂ�1　（1） 兀�ｹu闔ｨ�X揵}��Lﾒ�

6．上旬・ ��xﾜ雕ﾈ雹G��ﾂ�1　（1） ��968ﾊｨ耳�X�969��V2�

6．下旬 �4���xﾜ�(h匯+y78�从ﾈ4�5H68���｢�1　（1） ��968ﾊｨ耳�X�969��V2�

7．下旬 �1　（1） 俚(�盈��9u��

8．上 �4��Oﾈ���ﾉ��V8ｻIWHｽ��1　　1 俚(�盈��9u��

8．上旬 �1　（1） �69�ｩ��ｶ��

8．26 ��xﾜ�(h匯+y79fｸ��,ｨ.��1　（1） 俥XﾋIY�u��Y+xﾅｨｶ�蓼�X��皐��ﾕ��

9．5 ��xﾜ�(h匯+y78�从ﾈ4�5H68���｢�1　（1） �,����耳�Y,���7H7韈��Y,���HﾉTb�

9．上旬 ��xﾜ��(ｻﾘ5�6ｸ7H6��ﾂ�1　（1） ��968ﾊｨ耳�X���>��

9．22 ��xﾜ�(h匯+y78�从ﾈ4�5H68���｢�1　（1） �69�ｩ��ｶ��

（4月～9月） ��xﾜ�+y78�从ﾈ4�5H68���｢�1　（1） 兌ﾘ皐��W��

1977．1．3 ��xﾜ頽ｩG��2　（1） �$��諸Wb�

1．上旬 ����b��xﾜ霎騷"�2　（1） 舒(ﾞ��

2．18 �2　（1） ��i]ｸｶ�Wb�

2．中旬 儖ﾈ���ﾈ7�985�6�48��fﾙWHｽ��2　（1） 亰H�(ｶ�裵�

2．26 ��xﾜ韈8･異�;�3hﾘb�2　（1） 亰H�(ｶ�裵�

3．18 ��xﾜ頽ｩG��从ﾈ�G��ﾈ�｢���5��1　（1） �>�68��ﾄ��

4．上旬 �1　（1） �>�68��ﾄ��

地帯であったことがわかる。現在この旧オサツ沼干拓地

には、耕作不能地がまだ多く、カモ類、タカ類やシマア

オジ、ノピタキ、オオジュリン等の草原性鳥類が多く観

察される。また、小山（1974）の報告のように、冬期に

は今だにオオハクチョウの休息地にもなっており、コウ

ノトリも観察されていることからも、広大な鳥類の生息

環境を失なったという意味で、この旧オサツ沼の消滅は

惜しまれる。

小笠原ら（1977）は、1976年～1977年に東北地方各地

で観察されたコウノトリに関して報告しているが、筆者

らの聴取データ等を合わせ考えると、千歳付近には1976

年3月～9月の間滞在し、その前後に札幌市篠路町茨戸、

苫小牧市ウトナイ沼、石狩郡新篠津村、美唄市宮島沼そ

して函館市石倉町へと移動したものとも考えられる。こ

の期間に美唄と函館で観察された個体は同一の可能性が

あるとする小笠原らの推測は、筆者らの得たデータによ

っても否定されるべき根拠は見当らない。

尚、1977年1月～2月に、千歳、苫小牧の美々川流域

一帯で2個体のペアが観察されているが、1976年に観察

された個体との関連は不明である。

オジロワシ、オオワシは、千歳・恵庭地方では以前か

ら冬期間観察されてきたが、筆者らの経年観察によれ

ば、12月初旬支努湖で初認されてから徐々に千歳川流域

に沿って市街地に接近し、美々の市営牧野、畜肉処理場
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迄移動する動態がうかがえる。美々市営牧野を観察基点

として、これらウミワシ類の蒔位置を推定すると、苫小

牧北大演習林方面及び千歳川上流方面への飛去が観察さ

れる。12月～3月にウトナイ沼に集まるオジロワシ、オ

オワシと、千歳地方一帯で観察されるものとの関係を考

えると、同一個体らしいとする根拠となる観察はこれ迄

になされていない。データ不足のまま推測すれば、美々

市営牧野にはウトナイ沼に行動圏を持つ個体群と千歳川

流域に行動圏を持つ個体群とがそれぞれ飛来するように

も考えられる。

1977年1月～2月には、恵庭市街地から1血漁川上流

で最高3個体のオジロワシが観察された。ここには市営

ゴミ捨て場があり数百のハシボソガラス、ハシブトガラ

スが常時集結するが、オジロワシは、それらに湿って観

察される。2月下旬には、オジロワシ亜成体が市街地上

＼＿／空を飛翔するようになり、3月初旬には、恵庭と千歳の

境界地帯の国道上空でも観察された。季節的小移動の例

である。

以上、簡単に考察したが、渡り鳥の寄留地として、も

旭川のワシタカ類（下）

山　田良造

5．クマタカ（ワシタカ科）

昭和引年1月26日、嵐山上空でクマタカが2羽のハシ

ブトガラスにまとわりつかれて攻撃されていた。しかし

このクマタカは嵐山が気に入っていて、3月中旬まで確

認された。大型のタカがカラスの攻撃を受け、ただ逃げ

ているのを見て、哀れにさえ思われた。嵐山の見晴らし

のよい古木に止まっているのをよく見かけた。後になっ

＼、・一一／　てわかったことだが、エゾリスの毛が雪の上に散乱して

いる状況から、嵐山に個体数の多いエゾリスを餌として

いたと思われる。

6．ハイイロチュウヒ（ワシタカ科）

昭和47年秋もゆくころ、市内春光台のカシワの老木に

灰白色の大型のタカ、ハイイロチュウヒが止まっている

のを、北村五郎氏が記録した。渡りの途中、餌を求めて

立ち寄ったものと思うが、旭川ではこの一例だけの珍鳥

である。

7．オジロワシ（ワシタカ科）

大型のワシ。昭和49年からの記録では、12月2日～翌4

月7日ころまで、市内嵐山一伊納周辺の石狩川沿いで見

られる。このころ石狩川には冬鳥のホオジロガモ、マガ

モ、カワアイサ等が渡ってくる。オジロワシは石狩川沿

いの崖に生えている見晴らしのよい樹上でじ一つと、こ

の水鳥を狙っていた。時には石狩川の岩場に降り、餌を

しも旧オサツ沼が保存されていたならば、ウトナイ沼と

相まって、渡り鳥保護の上でどれ程高く評価されるかを

考えると、開発至上主義を支える自然環境換金思想は大

きな疑問の対象となる。現在、千歳・恵庭地方では、河

川護岸工事による流域単調化が進行しており、オオヨシ

キリ、エゾセンニュウ等が急速に市街地から遠ざかって

いる。重ね重ね残念なことである。

引　用　文　献

（1）千歳野鳥の会（1972）：千歳市に生息する野鳥（第
一報）

（2）小　山政弘（1977）：恵庭の鳥摂（日刊）

（3）日本鳥学会（1974）：日本鳥類目録、学習研究社

刊

（4）小　山政弘（1974）：畑地のオオハクチョウ、野

鳥だより　ノ広18．p8

（5）小笠原意・泉　祐一（1977）：東北地方以北に渡来

したコウノトリ、山階鳥類研究所研究

報告Vol．9ノ佑1（瓜48）、p121～127

hp

イ

タ

カ

♀

狙っていた。警戒心が強く、人を寄せつけない。近年は

成鳥l羽と亜成鳥2羽の計3羽が記録されている。旭川

のように内陸部で沼等のない場所に、しかも街の周辺で

オジロワシを見られることを大切にしたい。

8．トビ（ワシタカ科）

市内で普通に見られる。嵐山、旭山、神楽岡公園、

時には市街地の樹木で営巣している。餌場はゴミ捨場、

河川等で、繁殖期間が過ぎると、何十羽と群れをなして

いる姿が、神楽岡公園や嵐山南側斜面のねぐらで見られ

る。人間と同居しながらも、警戒心は強い。昭和49年8

月、鷹栖町の山林で自化のトビが生まれて話題になった

が、仲間にいじめられることが多く、昨年8月17日、江

丹別のゴミ捨場でへい死した。
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9．ノスリ（ワシタカ科）

昭和49年8月10日、市内東旭川町米飯山道で車の前を

飛び立ったノスリを見る。時期から見て繁殖の可能性が

あると思うが、旭川では繁殖記録なし。昭和50年12月1

日には、鷹栖町で水田のくいに止まっているノスリを、

田嶋邦男氏が写真撮影した。旭川で

ノスリの記録は少ない。

10．ハイタカ（ワシタカ科）

秋から翌年の春にかけて、市内神

楽の見本林、嵐山等でよく見ること

が多かったが、昨年6月5日、市内

神尾地区の山林で、北海道新聞・後

山カメラマンによって営巣が確認さ

れた。6月10日からほ私も通って観

察したがストローブマツのりmぐら

いの高さに、カラマツの枝で作った

ハシボソガラスの古巣を利用して、

営巣していた。後山氏の説明による

と、白い卵が3個あるとのこと。卵

を抱く♀の尾が下からでもよく見え

る。合が警戒噴きを発しながら、近

くの枝に止まっていた。周囲はカラ

の横縞がかなりはっきりしてきた。巣立ち後も10日ぐら

いは、巣の周辺から離れようとしなかった。合♀の一方

はこれに付き添うように、付近の枝で見張っていた。

11．ツミ（ワシタカ科）

小型のタカ。旭川での記録は少なく、ハイタカと似て

ハイ　タ　カ　の　ヒ　ナ

マツ、ストローブマツが繁り、セミの声が圧している。

6月18日∴後山氏からヒナが誕生したことを知らされ

る。7月4日、まだ白い産毛に包まれたヒナ1羽、巣上

に見える。その後の成長は早く、日一日と茶色に衣替え

し、巣上で羽ばたきを繰り返す。親は人が近寄るとキ

ィ、キイと激しく警戒噂きして現れ、付近の枝に止まっ

て見張りをする。人のいる問は餌を与えようとしない。

私はこの状況を見て、いつも早々と退散した。7月13日

ハイタカのヒナほ巣立ちし、10m先のカラマツに飛び移

った。まだ残る産毛をくちばしで引き抜いている。腹部

いる。昭和49年8月28日、鷹栖町10

線2号で、小鳥を狙っているツミを

記録した。まだ幼鳥のようであり、

繁殖している可能性がある。

昭和50年6月15日、美瑛町五陵で

オオルリの営巣を撮影中に、巣から

10m先の林内にツミ合が止まってい

るのに気づいた。小型ながら叙い眼

をしている。オオルリを狙っていた

のだろう。人に気づき、2分後に飛

び去った。

12．チョウセンオオタカ

（ワシタカ科）

昭和5】年6月、鷹栖町の山林でチ

ョウセンオオタカが営巣しているの

を、内海千樫氏が発見した。7月17

日、内海氏に同伴して観察した。カ

ラマツの樹上14mぐらいの高さに、トビの古巣を利用し

たチョウセンオオタカの巣があった。巣はカラマツの青

枝を敷いた大型のもので巣には腹部に縦縞のある、巣立

ち近いと思われるヒナ2羽がいた。ヒナは3羽生まれ、

1羽はすでに巣立ちしたと聞く。付近でヒナを見張って

いた親がクワッ、クワッと激しく鳴き、飛び去る。警戒

心が強く、なかなか戻って来ないと聞き、早々に退散し

た。このヒナは7月21日無事に巣立ちした。

内海氏は昨年も4月】2日、別の林でチョウセンオオタ

カを観察し、7月中旬、3羽のヒナが巣立ちしたという。

セ　キ　レ　イ　の　こ　と

川　辺　百　樹

「現在、日本の鳥については、少し身を入れて観察し　はハクセキレイに対して毒机、観察眼を持った方にちがい

た人なら誰でも知っているようなことで、どの本にもど　ありません。写真2と見くらべてください。じつは、下

の雑誌にも書かれたことのないことが多数あります」。　堵のっけ根が自か黒かというただそれだけのことなので

今日はそんな話題を一つ。写真1を見てください0なん　すが、それによって別亜種に分けられているのですから

となくかあった顔つきをしているかなと感じたらあなた　軽視できないのです。のどの窯い写真1がMotacillaa1

－　6　－
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1

（2）

ba ocularis　タイワンハクセキレイ、そしてのどの白い
（3）

写真2がML・tar Ua albalugensハクセキレイなので

す。私が写真1のハクセキレイを道内に普通に分布して

いるであろう　M．alugens　ではなく　M a ocu－

】aris　であると気づいたのには深いわけがあるのです。

写真5は写真1の　M．a．ocularis　が給餌に巣へ向

かっているところです。写真4はおかしなことに同じ巣

にセグロセキレイ　Motacilla grandis　が向かっている

ところです。つまり、このハクセキレイとセグロセキレ

イは番いというわけです。一昨年1976年6月に上士幌で

この場面を目撃した時には本当に驚きました。何度も自
（4）

分の眼を疑ったものです。ところが後日文献を調べてみ

るとセキレイ属に限っても種問あるいは亜種間の交雑は

意外と多いのです。

・Motacilla alba yarrellii x Motacilla cinerea

・Motacilla cinerea x Motacilla flava flava

・Motacillaalbaa】ba X Motacilla alba yarrellii

・Motacilla albaleucopsis x Motacilla alba

lugens

・Motaci11af］a、、aflavax MotacHlaHavafeldegv

私が調べただけでもこれだけあるのです。したがって
＼－　ハクセキレイとセグロセキレイが番いになったところで

それほど驚くことではないのかもしれません。セグロセ

キレイは日本の特産種、ハクセキレイは主に北海道で繁

殖。つまり現在分布が重なるのは北海道ということで

す。注意深く観察すればまだこのような例は見つかると

思われます。

さて写真Sを見てください。こんどほ多くの方がおか

しな顔をしたハクセキレイだと気づかれたことでしょ

う。この原因が皮膚病など病的なものなのかまた遺伝的

なものなのかさらにはハクセキレイとセグロセキレイの

交雑の結果なのか、今のところ謎につつまれたままで

す。昨年1977年の夏に音更川で行った調査では327個体

中このような顔をしたものが2個体出現しました。なん

だハクセキレイかなどといわずよく注意して見てはいか

がでしょうか。

以上私のセキレイ観察の一端を紹介しましたが、最後

5

にお願いが一つ。写真1や5のようなハクセキレイを見

たり、あるいは繁殖期にセグロセキレイとハクセキレイ
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を一緒に見たなどの情報をお持ちの方はぜひ御一報くだ

さい。

（1）浦本昌紀　アニマ46号　98ページ

（2）、（3）両亜種ともユーラシア大陸の東部に分布。ハ

クセキレイは北日本・千島・カムチャッカで繁殖

しタイワンハクセキレイはそれよりも北の東シベ

リアで繁殖している。

伍）A．P．Gray1958BirdHybrids　パノフ　E．

N．1973南沿海地方の鳥額

◇連絡先◇

壱080－15　河東郡上士幌町糠平

日高山脈のハギマシコとギンザンマシコ

ハギマシコとギンザンマシコは、繁殖期に北海道の

高山帯で観察されているが、日本鳥額目録第5版によ

！ると、これまでの記録は大雪山と利尻岳だけである。

i　私たちほ、帯広畜産大学自然探査会の日高山脈の自
】

…　然調査の一環として、日高幌尻岳七ツ沼付近と日高山

王脈の北端に位置す

i　る芽室岳で鳥類の

室　調査を行った。こ

≡の際ハギマシコと

ギンザンマシコを

観察することがで

きた。

◇ハギマシコ

1976年6月13

日、芽室岳山

頂（17557m）

の岩上で1羽

◇ギンザンマシコ

（1）1975年7月

21日、日高幌

尻岳七ツ沼

戸田敦文・吉田真二

（1600m）付近のハイマツ上で雄1羽、（2）1976年

7月20日に七ツ沼付近で飛翔中の雄1羽、（3）1976

年7月24日、七ツ沼のふち地上で採餌中の雌雄各

l羽

観察記録は以上のとおりであるが、このうちギンザ

ンマシコはつがい

でみられたところ

ギンザンマ　シ　コ　の雌雄

〈日高・幌尻岳七ツ沼カール〉

◇◇◇オオジュリンの

アルビノについて◇◇◇

三浦二郎

野付半島は、センダイハギの盛りが過ぎ、ノハナショ

ウブが草原を紫に染め変える7月の下旬でした。山階鳥

から、ここで繁殖！

する可能性があi

る。なお日高山脈

における繁殖期の

ハギマシコとギンi

ザンマシコの記録

としては、私たち

の知るかぎりでi

は、上記のものが

最初である。：

類研究所標識研究室の黒沢収氏や根室市東海の鳥類研究

家高田勝氏等が標識調査の適地と考えていたポイント周

辺のオオジュリンは、育すう末期で、中にはテリトリー

の崩壊解消が間もないカップルもいたようです。黒沢氏

等は一週間でオオジュリン26のほか、シマアオジ、シマ

センニュウ、ノピタキ、ヒバリ、カワラヒワ等、80羽余

りのバンディング（足環付け）をされ、予想以上の好成

績に喜んでおられました。

私も夏休みに入ってからは1日おき位に野付半島通い

をしておりました。そして、その休みの残りも少なくな

ー　8　－
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ってきた8月1；日、半島先端部の干潟にいるダイゼンや

キアシシギのカウントを終って皐をUターンさせて間も

なく（野付半島総合調査実施のため特別に車での通行証

を発行して頂いております）、センダイハギとハマナス

の群落から飛び立ったオオジュリンの家族群の中に、や

けに白っぽい個体がいるのを発見し急停車しました。双

眼鏡でセンダイハギの枝先に止まっている個体を観察し

たところまざれもなくオオジュリンの全身アルビノだっ

たのです。135mのついたカメラをかまえましたが、飛

び立ってしまいましたので、やむを得ず車から出てその

姿を迫いました。しかしやはり撮影は不成功に終りまし

た。その日はそれ以上追い廻すのはよして、帰宅してか

ら黒沢氏に連絡しました。

黒沢氏は、浜頓別のステーションに移動する予定をま

げて、再度、野付半島にかけつけてくだきり、2日目の
＼－／　午前10時頃、このアルビノ1個体の捕獲に成功されたの

です。フィールドで見るとほとんど白に見えたのですが
′手にとってよく見ると各羽毛の外縁ほうすい茶色の色が

つき、それも当然のことながら背面は濃く、特に耳羽の

淡黒褐色は特徴的でした。勿論、下面はほとんど白です

から、全身自化個体といってよいと思います。写真の人

美唄でメジロの巣を確認

中田圭亮・東浦康友

菊沢喜八郎

物は黒沢氏で、黒沢氏のカメラに収める時は私が手にす

るという具合に交替で撮った写真の中の1枚です。

その後1週間程して半島先端部に行った時は、ついに

その姿に再び会うことはできませんでしたし、それから

後も遂にめく“り会えませんでした。これは白化個体だか

ら害敵の目につきやすく、その付近を誹梱するチゴハヤ

ブサ等に捕われたのではなく、親兄弟と一緒に既に海を

渡って移動したのだろうと考えたいのです。来春生まれ

故郷の野付半島で、よき伴侶と共にテリトリーを構えて

くれることを念じております。

初雪が解けた間をみはからって試験場の裏山を歩いた

とき、すっかり葉を落したイタヤカエデの枝に小さい椀

形の小鳥の巣をみつけた（図参照）。見つかるときほ面

白いもので、翌日またその近くでMさんがミズナラの枝

についた巣をみつけ届けられた。

デ　ー　タ

発見した年月日

1977年11月15日

環境
丘陵地の
広葉樹林

〟　11月16日　　　〝

巣の大きさ（飾）

外径7．0
高さ4．5

ー　9　－

図鑑でしらべてみると、メジロの巣ら

しい。山階鳥研究所に送ったところ、笹

川昭雄さんから、叉状の小枝にクモの糸

で吊り下げられた椀形の巣はメジロに間

違いないとの御教示を得た。巣は禾本科

植物の茎、蘇類、化学繊維（ポリエチレ

ンのひも）などを材料にして、それらを

クモの糸でつづり合わせたものである。

美唄の鳥類相について報告した藤巻

（1973：鳥、22巻93・94号）は光珠内に

おいてメジロの巣立ち幼鳥を観察し、繁

殖は確実であろうとした。今回、巣を発

見したことは繁殖のあることを一層確実

にしたものと考えられる。

巣の同定、確認をしていただいた山階

鳥類研究所、笹川氏にお礼申し上げる。

巣の状況

林道沿い
イタヤカエデ枝上

林内
ミヅナラ枝上

オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
の
ア
ル
ビ
ノ
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き
点
し
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昭和53年度総会経過報告
日lllll日日日日日日日日日日1日Il【日日Iltllmmtltll11日日日llH川日日lHmlLlHltl【＝lm日日日日【日日1111日111111日lIHlllllIlH

と　き　昭和53年4月Ⅰ5日（土）午後2時

ところ　北海道婦人文化会館

総会では井上副会長を議長に選出した後、次の事項に

ついて審議がなされ、原案通り承認成立いたしました。

（1）昭和52年度事業報告、決算報告及び監査報告につ

いて（報告書別記1）

（2）昭和弓3年度事業計画及び予算案について

（計画書及び予算案別記2）

（3）その他、会務運営について

会務運営については、会発足以来、道庁への依存

度が高かった会務のあり方を改め、自主運営を目

ざすこととなりました。また、これに最も適した

事務局のあり方についても検討を進めることとな

りました。

（4）役員選出（役員氏名は別記3の名簿のとおり）

〔別記1〕昭和52年度事業・決算・監査報告（要旨）

〈事業〉1．探鳥会の開催（52年5月から53年5月まで

11回実施）。2．野鳥だよりの発行（28号から

31号まで4回発行）。3．会議等の開催（52年

度総会を含めて6回開催）。4．その他の事業

（干潟鳥類全国一斉調査を2回実施、新年懇談

会開催、14種の道内野鳥の分布調査の実施等）

〈決算〉　収入601，925円　支出461，832円

差引残額140，093円

収入の部　　　　　　　　　支出の部

9月までの予定をお知らせします。多数

の方々の参加をお隣いします。会員以外の

方も歓迎しますので、お誘い合わせの上、

ご参加下さい。

〈石狩川蝉（札幌市福移）探鳥会〉

◆とき　昭和∬年7月2日（日）

◇集合　札幌市営バス札百線「福移入口」

停留所に午前8時までに集合

く鵡　川　海　岸〉

◆とき　昭和53年8月27日・9月17日
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〈監査〉　適当なものと認められました。

〔別記2〕昭和53年度事業・予算案（要旨）

く事業〉1．探鳥会の開催（53年4月から54年3月まで

12回開催予定））。2．野鳥だよりの発行（32

号～3ヲ号まで4回発行予定）。3．その他の事

業（干潟鳥類全国一斉調査2回予定、新年懇談

会、野鳥分布調査等を予定）。

〈予算〉

収入の部　　　　　　　　支出の部

〔別記3〕昭和53年度役員名簿

会　　長　　犬飼哲夫

副会長　　井上元則、中野正彦、斎藤春雄、新妻　博

土足文男

代表幹事　　柳沢信雄

幹　事　　く総務・会計〉　新宮康生、野村梧郎、岡

田幹夫、小野寺敬子、四十方谷喜郎、金田

寿夫、川村　順、中田克道、藤本紀一、

く広報〉谷口一芳、村野紀雄、小川　厳、

小堀燈治、三木　昇、萩　千賀、飯山五玖

子、白沢昌彦

く探鳥〉羽田恭子、梅木資俊、松岡　茂、

平井さち子、亀尾紋十即、小沢広記、野口

正男、柳沢千代子

監　事　芭野寿衛吾、佐々木　勇
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◇集合　国鉄日高本線「鵡川駅」午前9時

10分までに集合。札幌発7時40分

の「急行えりも」が便利です。

探鳥会には、観察用具、雨具、昼食等を

用意して下さい。いずれも2時～3時には

終了します。雨天のときは中止します。

〈連絡先〉　札幌市中央区北4西5（林業

会館）

北海道国土線化推進委員会内

北海道野鳥愛護会　電話261－9022



このほか、次のように会員が野鳥散歩を行いますの

でご一緒にどうぞ。

〈野幌森林公園〉

と　き　7月9日、9月24日

集　合　午前8時、国鉄バス「北海道女子短大前」

停留所

く鵡　川　海　岸〉

と　き　8月20日

ウトナイ湖探鳥会

羽　田　恭子

この季節、例年なら雪のない湖畔が、

今冬の豪雪で深い処は、まだ腰までぬか

集　合　午前9時10分、国鉄日高本線「鵡川駅」

連絡先　柳沢信雄　電話（851）6364

羽田恭子　電話（611）0063

※　日時を変更することがありますので、参加される

方は、前日までに各連絡先までご連絡隣います。

※　雨天のときは中止します。

※　昼食、雨具、筆記用具などをお待ち下さい。

る積雪量に、驚ろいたり呆れたり。観光ホテル前からユ

ースへ向う道筋では、一足毎にぬかる足元に悪戦苦闘。

湖も遠か彼方の湖面はあいていますが、大半は氷が張

りつめ、遠い遠い水鳥を眺めました。それでも、滑る足

元を気にする様に、オレンジ色の脚を交互に出して氷の

上を歩くヒシクイの姿や、美しきの増したカモ類、北

帰を前に鳴き交すハクチョウの優雅な姿を堪能しまし

た。

〔とき〕　53年3月26日10：00～13：00　快晴

［担当幹事〕　梅木賢俊・羽田恭子

〔記録された鳥〕　アオサギ　オジロワシ　オオハクチ

ョウ　ハクセキレイ　ヒバリ　コゲラ　ツグミ　トビ

オナガガモ　マガモ　キンクロハジロ　ホシハジロ　カ

＼－J　　　ワアイサ　マガン　ヒシクイ　ヨシガモ　ミ　ミカイツブ

リ　キジバト　ツルシギ　カシラダカ　オオワシ　コハ

クチョウ　オオセグロカモメ　シロカモメ　ミコアイサ

カルガモ　チュウヒ　ヒドリガモ　シジ耳ウカラ　オバ

シギ（合計30種）

〔参加者〕村田信義・謙子　鷲田善幸　柳沢信雄・千代

子　野々村菊　米山露子　飯山五玖子　長井博　小山政

弘　宮崎政寛　山岸真　野村椿郎　萩千賀　宮崎武・静

江　梅木質俊　羽田恭子

野　幌　探　鳥　会

早　瀬　広　司

4月23日午前8時女子短大前に15名集合。快晴でうす

ら寒し。羽田さんに円山で撮影されたフ

クロウの写真をみせていただく。中央口

までの草原には沢山人家が新築され、ス

ズメ、カラス、ムクドリ、ハクセキレイ

等で野鳥のみられる数が減少した。原始

林の近くでホオアカ、キジバトの群れが

みられ、ヒバリの嘲りもきかれるように

なった。原始林の道路には、まだ30～40cmの残雪があ

り、豪雪により所々に大きな幹が引きちぎられて横たわ

り、通れない個所があった。ズックの運動靴で参加した

2名の小、中学生は靴下が雪路のためにびしょぬれにな

ったが、大沢園地まで頑張った。入口付近の笹と融雪の

地面の問にいたアオジをゆっくり観察することができ

た。木の下の融雪の地面の所々に福寿草、フキノトウ、

道路横の大きな潜り水にはエゾサンショウウオの卵朝、

春のおとずれがみられた。豪雪で折れた木の枝、道路わ

きの木の皮を野兎が喰いちぎり、銅貨状の糞を残してい

た。ゴジュウカラ、ニュウナイスズメも近くで見られた。

エゾユズリハコースの終り近くの道路の側に大きなクモ

の真新しい切口、直径50～】00C況位の楕円形、村野さん

の鑑定では樹令150年、高さ30m、腐ったところがあるに

しても、切ってしまうのは誠に口惜しい気がした。融雪

で増水した池には水鳥を見ることができなかった。わず

かにアオサギが空高く1羽飛んで行くのがみられた。残

雪でまだペニヒワの群れが残っているかと期待したが、

無駄であった。

次第に気温があがり、大沢園地では日なたのベンチで

昼食。

帰りの桂コースではほとんど野鳥の声がきかれなかっ

た。道路わきの大きな桂の根本に四角の大きな穴、縦に

3個、またその右側に1m以上縦に深くはりあけちれ

て、たくさんの木のくずが地面にちらかっていた。クマ

ゲラが虫を食うためにあけたものであろうか、雪の道路

上にたくさんの羽毛がちらはり、その中に大きな黒い糞

があった。猛禽類がキジバトをおそったのであろうか、
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例年に比べて夏鳥のおとずれがちょっとおそいのは全国

的に春がおそい影響であろう。

〔担当幹事〕　柳沢信雄・羽田恭子

〔記録された鳥〕　スズメ　ハクセキレイ　カラス　ヒ

バリ　カワラヒワ　ムクドリ　ホオアカ　ツグミ　トビ

キジバト　カケス　モズ　アカゲラ　ゴジュウカラ　ヤ

マガラ　アオジ　ヒヨドリ　ニュウナイスズメ　エナガ

◆チェックリストはもう

試しましたか

「野鳥だより」31号と共に皆

様のお手元にお届けしたチェッ

クリストは、実際に使ってみま

したか。この種のチェックリス

トが本格的に用いられるのは、恐らく日本で初めてと

思います。それだけに是非成功させたいものと、担当

幹事一同おお張り切りです。すでに一人で5枚、10枚

とチェックした会員も出ています。事務局に沢山余部

を用意してますので、枚数を明記の上申し込めば、折

り返しお送りします。

集計体制については、まだ検討を要する事柄が残さ

れているため、本年度はとりあえず事務局宛に送って

もらうことにしました。少なくとも3年間程度は継続

させていく事業を目指していますので、できれば各ブ

ロックごとに集計と調査区画の選定をお願いし、それ

らをもとに全道的な分布図を事務局で作成するような

システムが出来ればと考えています。一部の会員には

地域責任者になっていただくべく改めてお願いするこ

とにしてます。その際はどうぞよろしく。

また集計体制をはじめ、チェックリストの体裁、内

容等でお気づきの点がございましたら、事務局宛ご一

報いただければ幸いです。締切りは、シギ・チドリ額

が記録される地域は11月末日、それ以外の地域は9月

末日と致します。全道各地のチェックリストが続々送

られてくるのを今から心待ちにしています。

・・■■－日暮－－…■－－■“■－－日日●1－■■■＝■－－HHl－■－■川■
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〔編〕〔集〕〔後〕〔記〕

受理して久しい原稿を全部納めることができ、読み

ごたえのある記事ばかりとはなりましたが、そのため

に探鳥会報告などのスペースが小さくなってしまいま

した。次号からは探鳥地紹介などにも力をいれること

になっておりますので、各地の皆さん、是非衝寄稿下

さい。本誌のレイアウトは広報幹事が交代でやってい

ますが、今号は白沢幹事がこれにあたりました。また

シジュウカラ　キクイタダキ　ウソ　エゾライチョウ

アオサギ　ヒガラ　ハシブトガラ　トラツグミ　ルリピ

タキ　オオアカゲラ　ヤマゲラ　コゲラ（合計31種）

〔参加者〕　羽田恭子　早瀬広司・富　三木昇　村野紀

雄　野々村菊　大野哲夫・千津・菜穂　清野久子　谷口

一芳・登志　柳沢千代子・信雄　米山露子

◆ガイドブック紹介

この春、道内で次の2冊があいついで刊行されまし

た。いずれも北海道の野鳥を棲息環境別にカラーの生

態写真を用いながら、初心者を対象にわかりやすく解

説しています。もちろん、ベテランにも参考になりま

す。装丁がしっかりしていて野外での携帯に便利で

す。また、いずれの本にも本会々員が写真提供や執筆

に活躍しています。

・北海道の野鳥（北海道新聞社編集・発行1，800円）

草原、森林、里、山、水辺、湖沼、海にわけて223

種を紹介。説明が随筆風で楽しい。

・北海道の鳥（竹田津　実、小川　厳著、北大図書刊

行会発行1，300円）

森林、草原、耕地、水辺、海岸、海にわけ140種（写

真掲載分）を紹介。種類の識別が整理されているほ

か、道内の野鳥マップ、野鳥の会のことなども簡単

に紹介している。

㊥夏鳥の初認記録をお寄せ下さい　多数の会員の方々

のお便りをお待ちしております。送り先は事務局あ

てにお願いいたします。

㊥子供博覧会について　本年7月下旬から8月上旬に

開かれますが、野鳥部門で本会も協力することが役

員会で決まりましたのでご注目ください。

㊥入会歓準　会員の輪を拡げましよう。同封の入会案

内をご活用ください。

◆おわび　31号5ページの写真の説明「ハイタカのヒ

ナ」は「オオタカの巣とヒナ」の誤りでした。訂正

しておまっびいたします。

野鳥分布調査の窓口を小川幹事としています。どうぞ

よろしく。（村野）

★　初めて会誌の編集を担当させていただきました

が、寄稿していただいた原稿をいかに読みやすく、い

かに興味をもってもらえるかについて、苦心いたしま

した。また、これまでとは少し変ったものをと考え考

え行いましたが、結局はこれまで発行された「野鳥だi

より」とにらめっこしながら、ただページを埋めるの！
l

に精一杯でした。出来ばえはご覧のとおりです。（白沢）i

〔北海道野鳥愛護会事務局〕〒060札幌市中央区北4西5（林業会館）北海道国土緑化推進委員会内電話（261）9022
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